
 

Instructions for use

Title フランス公法最近文献覚え書き

Author(s) 深瀬, 忠一; 中村, 睦男

Citation 北大法学論集, 26(4), 175-190

Issue Date 1976-03-29

Doc URL http://hdl.handle.net/2115/16200

Type bulletin (article)

File Information 26(4)_p175-190.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP

https://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace/about.en.jsp


:;資"

]1料"フ

ン

ス

公

法

最

近

文

献

覚

え

書

き

フ

ま
え
お
き

前
年
に
引
き
続
き
、

一
九
七
五
年
中
に
筆
者
が
阪
を
通
す
こ
と
の
で
き
た

フ
ラ
ン
ス
公
法
最
近
文
献
を
、
取
教
え
ず
、
簡
単
に
紹
介
・
批
評
し
て
お
こ

う
。
こ
の
覚
え
書
き
の
趣
旨
は
、
前
回
へ
北
大
法
学
論
集
二
五
巻
)
と
全
く

戸
四
号
一
四
九
頁
以
下
」

同
じ
で
あ
る
が
、
網
羅
的
・
体
系
的
概
観
に
は
至
ら
ず
、
脱
漏
が
あ
り
、
ま

た
誤
解
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
同
学
諸
兄
の
教
一
不
を
た
ま
わ
り
う
れ
ば
幸

で
あ
る
。

な
お
、
一
九
七
五
年
に
は
、
二
月
に
パ
リ
大
学
E
教
授
J
・
ロ
ベ
ー
ル
氏

を
北
大
法
学
部
に
迎
え
、
講
演
・
研
究
会
三
回
、
一
一
月
に
は
同
大
学
教
授

R
・
ド
ラ
ゴ
教
授
を
迎
え
て
二
回
の
講
演
・
研
究
会
を
行
な
い
、
新
鮮
・
貴

中深

村瀬

男

陸忠

重
な
知
識
・
示
唆
を
え
た
。
そ
の
成
果
に
つ
い
て
も
、
記
録
し
て
お
く
こ
と
と

「
〉
三
九
六
六
年
、

J
・
ロ
ベ
ー
ル
教
授
お
よ
び
M
・
デ
ュ
ヴ
ヱ
ル
ジ
ェ
J

O

J
J
4
F
教
授
を
迎
え
た
際
の
講
演
等
の
記
録
は
、
本
誌
一
七
巻
三
号
参
照
、

フ
ラ
ン
ス
公
法
最
近
文
献
の
通
観

西
欧
と
く
に
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
体
制
に
つ
い
て

ロ
ロ
耳
元
号

(phg
ュR
Y
E
g
g号
与
芯
弘
吉
r
r
s
z
p
c
t
n
-
ヨヨ
E円

一2L
a
s
-
n
E
E
2
Z
号
ロ
再
三

ι
2
叫

O
H
m
-

司
自
2
.
閉
山

c
gユピ『『
C
ログ

一U
3・
日
∞
ム
旬
・
「
共
和
的
君
主
制
、
も
し
く
は
諸
民
主
制
か
如
何
に
王
達
に

身
を
委
ね
て
い
る
か
」
は
、
現
代
西
欧
民
主
制
に
お
け
る
大
統
領
な
い
し
首

相
の
君
主
的
支
配
の
逆
説
的
実
態
の
類
型
的
分
析
と
し
て
、
デ
ュ
ヴ
ェ
ル
ジ

ェ
憲
法
・
政
治
学
の
特
色
を
大
胆
に
集
約
し
た
著
書
で
あ
り
、
示
唆
に
富
む
。
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和十

前
著
「
ヤ
ヌ
ス
、
西
欧
の
二
つ
の
顔
」
へ
駄
遣
嬉
詔
吉
駅
ト

訳
、
木
鐸
社
、
一
九
七
五
年
九
月
刊
、
あ
り
。
戸
司
戸
】
M

・

3
a
s・
ω

F
ヱ吋
l
a印
印

P

吉宗門
U
Z
c
o
m
欄
に
、

W
5
5
(
]・
l

F
・
)
の
全
面
的
批

制
初
)
に
統
き
、
一
九
七
三
年
九
月
チ
リ
l
の
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
る
ア
ジ
ェ

ン
デ
政
権
の
崩
壊
直
後
、
一
九
七
四
年
ポ
ン
ピ
ド
ウ
の
急
死
と
大
統
領
選
挙

の
前
の
時
点
で
、
広
汎
な
読
者
を
対
象
と
し
た
、
半
ば
一
勝
蒙
蓄
で
あ
る
が
、

憲
法
・
政
治
学
に
新
た
な
展
望
を
与
え
る
問
題
提
起
の
書
と
も
い
え
よ
う
。

「
共
和
的
君
主
制
」
と
い
う
逆
説
的
用
語
が
、
現
代
イ
ギ
リ
ス
の
首
相
な

い
し
ド
ゴ

l
ル
体
制
の
性
格
づ
け
と
し
て
、
一

O
余
年
前
既
に
使
用
さ
れ
て

い
た
こ
と
に
は
、
筆
者
も
注
目
し
て
、
こ
へ
深
瀬
、
議
会
制
民
主
主
義
の
展

L
f
p
閥
、
現
代
の
立
法
、
岩
波
書
底

frM取
鮭
…
、
)
が
、
て
て
ル
ジ
ェ
は
本
書
に
お
い
て
、
そ
の
用
語
を
軸

と
し
て
現
代
西
欧
諸
民
主
制
の
一
般
的
動
向
と
機
能
の
実
態
を
分
析
す
る
。

資

ま
ず
、
「
共
和
的
君
主
制
」
を
次
の
よ
う
に
限
定
的
に
定
義
す
る
。
「
一
人

の
人
聞
が
白
か
ら
の
家
中
に
統
治
権
を
集
中
的
に
保
持
す
る
が
、
そ
の
統
治

権
は
、
真
に
民
主
的
な
過
程
す
な
わ
ち
自
由
で
競
走
的
な
選
挙
に
よ
っ
て
、

受
け
か
つ
喪
失
す
る
よ
う
な
制
度
」
、
と
。
こ
れ
と
類
似
の
古
い
君
主
例
と
し

て
、
ワ
シ
ン
ト
ン
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
、
ジ
ス
レ
リ
を
挙
げ
、
現
代
の
君
主
例
と

し
て
、
ド
ゴ

l
ル
、
プ
ラ
ン
ト
、
パ
ル
ム
、
ヒ
l
ス
、
ニ
ク
ソ
ン
を
挙
げ
、

現
代
共
和
的
君
主
制
形
成
の
心
理
的
・
経
済
的
・
国
家
機
構
的
理
由
を
述
べ

る
。
商
欧
的
大
国
中
、
イ
タ
リ
ア
と
日
本
だ
け
が
、
共
和
的
君
主
を
も
た
な

ぃ
、
例
外
だ
と
い
う
。

毛
ナ

H
u
y
-
-
リ
ミ
テ

し
か
し
、
こ
の
君
主
制
も
制
限
君
主
制
で
あ
り
、
選
挙
と
政
党
と
議
会
に

よ
り
君
主
権
力
は
制
限
さ
れ
る
。
現
代
議
会
の
機
能
は
、
立
法
・
財
政
の
法

的
限
界
を
画
定
し
、
政
府
を
統
制
し
、
市
民
の
諸
要
求
を
表
明
す
る
こ
と

に
、
限
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

そ
し
て
、
現
代
西
欧
の
三
つ
の
君
主
制
類
型
を
、
ア
メ
リ
カ
的
大
統
領
君

主
制
、
イ
ギ
リ
ス
的
新
議
会
君
主
制
、
フ
ラ
ン
ス
的
半
大
統
領
君
主
制
に
分

類
し
、
検
討
す
る
。

そ
の
よ
う
な
動
向
を
ふ
ま
え
、
フ
ラ
ン
ス
自
体
の
政
治
制
度
運
用
の
規
則

と
し
て
の
憲
法
装
置
の
検
討
に
立
ち
入
る
。
王
と
し
て
の
大
統
領
と
首
相
・

大
臣
達
と
の
関
係
、
お
よ
び
議
会
が
主
人
か
奴
隷
か
を
間
い
直
す
。
そ
の
結

果
、
先
行
共
和
制
に
お
け
る
政
府
の
不
安
定
・
弱
体
性
は
今
日
亡
霊
と
な

り
、
大
統
領
万
能
・
「
支
配
さ
れ
た
議
会
」
の
実
態
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
今
後

考
う
べ
き
こ
と
は
、
議
会
で
は
な
く
大
統
領
・
政
府
権
力
の
制
限
で
あ
り
、

憲
法
上
の
議
会
権
力
制
限
規
定
を
緩
和
し
(
綿
一
時
斗
が
結
仙
一
服
院

し
、
議
員
の
発
言
時
聞
を
与
野
党
半
分
づ
)
、
録
法
裁
判
所
に
そ
れ
ら
を
確
保

つ
と
し
、
調
査
委
員
会
設
立
を
認
め
る
等
」

さ
せ
る
方
向
が
望
ま
し
い
改
正
方
向
だ
と
す
る
。

さ
ら
に
、
王
が
議
会
の
政
党
状
況
次
第
で
変
身
す
る
と
い
う
、
今
日
の
プ

ラ
ン
ス
憲
政
実
態
上
の
核
心
部
分
に
分
析
を
加
え
る
。
も
し
、
議
会
で
規
律

;lt法26(4・176)766



あ
る
多
数
党
が
存
在
す
る
場
合
、
そ
れ
に
支
持
さ
れ
た
王
は
執
行
・
立
法
丙

プ
ゲ
ワ

I
N
・

デ

タ

プ

ゲ

ワ

権
(
「
国
家
の
権
力
」
と
呼
ん
だ
方
が
い
い
)
を
掌
渥
、
反
対
党
は
「
護
民

1
ル
・
ト
リ
ピ
ユ
ニ
ジ
ヤ
ン

官
的
権
力
」
と
し
て
「
阻
止
権
」
を
持
ち
、
選
挙
民
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
い

マ
ジ
ヨ
リ
テ
オ
.
ホ
ジ
シ
オ
ン

ぅ
、
「
多
数
・
対
・
反
対
」
と
い
う
権
力
分
立
が
現
実
に
機
能
し
、
立
法
権
・

対
・
執
行
権
の
古
典
的
分
立
観
念
は
、
実
態
に
合
わ
な
く
な
っ
た
。
も
し
、

議
会
に
結
束
し
た
多
数
与
党
が
無
い
か
、
反
対
党
な
い
し
左
翼
連
合
が
多
数

議
席
を
占
め
た
場
合
、
大
統
領
は
屈
従
す
る
か
辞
職
す
る
か
、
様
々
の
予
想

し
う
る
可
能
性
を
検
討
す
る
こ
の
部
分
は
極
め
て
興
味
深
い
。
袋
小
路
に
追

い
込
ま
れ
、
暴
力
・
ク
ー
デ
タ
ー
・
独
裁
制
に
走
る
こ
と
を
警
戒
。

メ
デ
ィ
ア
ト
ウ

1
F

さ
い
ご
に
、
王
と
人
民
と
の
関
係
に
つ
い
て
仲
介
者
逮
に
注
目
、
壬
個
人

の
カ
何
・
声
望
で
支
配
す
る
君
主
制
と
、
自
律
性
あ
る
政
党
・
連
合
・
小
集

団
の
組
織
に
よ
り
支
持
・
統
制
さ
れ
る
集
団
指
導
的
・
制
度
的
君
主
制
と
を

フランス公法最近文献覚え書き

区
別
、
左
翼
連
合
に
支
持
さ
れ
た
ミ
ッ
テ
ラ
ン
が
大
統
領
と
な
れ
ば
、
後
者

に
近
づ
く
と
し
、
同
連
合
の
共
同
綱
領
の
重
要
性
と
社
共
の
分
裂
の
愚
を
強

調
結
論
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
第
五
共
和
制
の
政
治
の
進
化
は
、
議
会
に
お
け

る
従
順
な
多
数
党
の
存
在
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
が
、
大
統
領
と
議
会

多
数
派
が
基
本
的
に
相
対
立
す
る
に
至
れ
ば
重
大
な
危
機
と
な
り
、
憲
法
は

解
決
の
制
度
装
置
を
充
分
備
え
て
い
な
い
。
結
局
衡
に
当
る
人
々
の
民
主
的

ル
ー
ル
実
行
の
怠
士
心
な
く
し
て
解
決
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
が
、
フ
ラ
ン
ス

の
政
治
体
制
の
将
来
は
、
反
対
派
よ
り
も
体
制
支
持
派
(
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

化
)
に
よ
っ
て
お
び
や
か
さ
れ
る
よ
う
に
思
え
る
。
自
由
主
義
理
論
が
議
会

を
民
主
制
の
保
護
者
と
し
、
執
行
権
か
ら
独
裁
制
の
危
険
が
来
る
と
教
え
た

こ
と
は
、
再
考
を
要
す
る
。
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
は
大
統
領
に
な
れ
ず
、
議
会
を
通

じ
て
政
府
権
力
を
奪
取
し
た
。
チ
リ
の
ア
ジ
ェ
ン
デ
は
直
接
公
選
に
よ
る
大

統
領
の
任
務
を
死
守
し
、
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
を
支
持
し
た
議
会
の
多
数
派
よ

り
も
、
よ
り
よ
く
民
主
制
を
体
現
し
え
た
、
と
結
ぶ
。

本
書
は
、
そ
の
よ
う
に
近
い
将
来
の
大
統
領
選
挙
を
予
測
し
た
啓
蒙
・
実

践
の
書
で
あ
る
が
、
憲
法
政
治
学
の
基
礎
理
論
と
し
て
、
そ
の
観
察
や
分
析
命

フ
ォ
ン
ダ
マ
ン
タ
戸
マ
ン
・
ゾ
ユ
ス
ト
ヱ
グ
ザ
ク

V

題
は
「
基
本
的
に
正
当
」
な
い
し
「
正
確
」
と
F
・
ゴ
ゲ
ル
に
よ
り
-
評
さ
れ

ヘH
N

・明
J

ω

・
可
-
w

一一山吋一山・
J

い
る
「
0
・
プ
司
・
-
N
ω
l
芯
と
と
お
り
、
巨
視
的
動
向
の
現
実
的
把
握

と
し
て
基
本
的
に
正
し
い
と
筆
者
も
考
え
る
し
、
示
唆
さ
れ
る
点
が
少
な
く

な
い
。
デ
ュ
ヴ
ェ
ル
ジ
ェ
憲
法
政
治
学
の
本
領
で
あ
る
政
党
論
を
基
軸
と
し

た
政
治
制
度
類
型
論
を
ふ
ま
え

(
H
I
H…
月
九
九
日
h
J
U
一
日
月
ゅ
う
出
辻
:

吋
ア
ペ
直
接
公
選
の
大
統
領
こ
シ
ド
強
い
信
頼
を
お
く
伎
の
見
解
が
印
象

ωωω
・

』

t

的
で
あ
る
。
最
近
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
大
統
領
を
「
玉
」
と
呼
ぶ
論
説
が
目

『
同
》
・
〈
古
口
由
。
ロ
l
句
。
三
少
戸
伶
部
内
円
。
伸
弘
己
円
♀
シ

に
つ
く

{
H
h
y
向
。
邑
巾
志

E
J
∞
l
王
宮
口
〈
-
一
勾
白
)
力
、
本
書
の
論

調
と
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。
な
お
、
本
書
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
天
皇
制

北法26(4・177)767



料

と
民
主
制
を
め
ぐ
る
「
君
主
制
」
「
共
和
制
」
論
議
の
あ
り
方
に
も
、
新
た
な

光
り
を
与
え
う
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

す『・

C
D
E
舟

百

円

か

m-
骨
口
8
・

J

ジ
ス
カ
ー
ル
ニ
ア
ス
タ
ン
大
統
領
下
(
『
宮
司
ロ
仏
ぬ
ま
E
-
U
N
B白
二
回
吋
印
)

の
一
九
七
五
年
の
政
治
生
活
の
総
括
は
、
ヴ
ィ
ア
ン
ソ
ン
・
ポ
ン
テ
の
優
れ
た

豆
、
，
ヨ
コ
勾
印
w
m
E珍
舟
-
よ
ロ
庄
内
R
5
5
P
Z
ζ
c
z今
ま
E
L
lご
自
〈
一
∞
吋
由

喜
J

申

rom-
仏

5
E
h山口
d
?

円

h
Z耳

P
Z
2
g
w
』

(

リ

7
F
3
p
z
o
c〈・

0rm-w

一
一
孔
自
〈
・
)
が
参
考
に
な
る
。
ま
た
、
一
九
七
五
年
に
出
版
さ
れ
た
次
の
二

著
が
、
権
力
側
ナ
ン
バ
ー

3
お
よ
び
反
政
府
連
合
ナ
ン
バ
ー
ー
の
生
き
た
思

資

想
と
人
間
を
知
る
た
め
、
好
文
献
だ
と
思
わ
れ
る
。

句
。
己
主
0
5
7
F
f豆一
n
F一
)
唱
。
。
ロ
E
-
s
-
o
n
r田
口
問
内
ヨ
ヨ
グ

2
E
Z
C円
-m

E
ミ
o
F
-
d
v己
『
チ
一
回
吋
山
、
吋
印
M

ち
・
「
変
化
を
導
く
。
権
力
に
か
ん
す
る
随

想
」
は
、
ジ
ス
カ
ー
ル
・
デ
ス
タ
ン
大
統
領
選
挙
の
総
帥
で
あ
り
、
現
内

相
、
独
立
共
和
派
党
首
で
、
現
政
権
第
三
の
人
物
で
あ
る
ポ
ニ
ア
ト
ウ
ス
キ

ヘ円『・

]
m
cゲ
2
?
r
o
H
9
ユc
s
i
E
?
J

{

}

の

、

対

話

録

で

あ

る

。

「

権

力

か

f
r
ζ
g
F
M
∞
Y
2・
3

3

h

ら
み
た
権
力
」
論
(
紹
介
円
h
y向
。
邑
ゆ
ま

E
J
J
と
も
い
え
よ
う
。
も
っ
と

戸印

ll一
一
」
ロ
山
口
一
回
吋
印
』

も
、
彼
自
身
の
個
人
的
見
解
で
あ
り
、
公
的
な
政
府
の
意
見
で
は
な
い
。

大
統
領
選
挙
、
権
力
を
め
ぐ
る
実
際
的
・
理
論
的
諸
問
題
、
未
来
か
ら
の

衝
撃
に
対
す
る
権
力
の
あ
り
方
、
権
力
の
新
し
い
諸
原
則
な
い
し
「
解
放
さ

れ
た
社
会
に
向
っ
て
」
、
諮
っ
て
い
る
。
ミ
ッ
テ
ラ
ン
は
敗
け
て
ば
か
り
の
過

去
の
人
物
、
マ
ル
ク
ス
主
義
は
時
代
遅
れ
、
自
主
管
理
は
官
僚
制
に
な
る
等

々
琴
線
な
批
判
キ
、
革
命
と
は
異
る
現
代
的
改
良
・
変
化
を
指
導
す
る
権
力

の
思
想
が
語
ら
れ
て
い
る
。
三
-
C口
。
己
B
t
g
w
F
F向
。
邑
め
ま
E
-
二

仏血門・一回吋一山・

一
宮
5
2円
ωロ
品
(
司

B
D
3
2
)
・

H
L

白
百
三
0
2
-
o
四

3
5・
n
v
g
E
A
C
P

わ

ら

み

2
2
5
ω
円HOP-
一
回
目
・
白
石
・
「
襲
と
突
」
は
、
左
翼
連
合
指
導
者
ミ
ッ
テ
ラ

ン
が
書
い
た
、
新
聞
・
社
会
党
誌
掲
載
お
よ
び
未
公
表
の
時
論
・
随
怨
を
、

一
九
七
一
年
九
月
か
ら
一
九
七
四
年
五
月
大
統
領
選
終
了
時
ま
で
、
年
月
順

に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
「
二
つ
の
フ
ラ
ン
ス
」
の
う
ち
、
権
力
と
反
対
の

側
か
ら
の
見
方
、
批
判
、
指
針
お
よ
び
ミ
ッ
テ
ラ
ン
の
人
聞
を
知
る
た
め
、

参
考
に
な
る
。
な
お
ミ
ッ
テ
ラ
ン
に
は
、
こ
の
緩
前
著

H
h
g毛
島
、
盟
主

℃
耳
目
g
S
P
E
C
P
一
回
目
印
・
が
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
政
治
制
度
の
最
近
の
諸
傾
向

岡山
c
r
q丹
(

』

ω
2
5
m
)
・
F
2
件。口弘
ωロ
円
。
聞
広
円
。
三
宮
内
山
口
芯
悶
-50
℃

O
E
E
z
m

p
E
3
2・
は
、
北
大
法
学
部
で
一
九
七
五
年
二
月
一
九
日
に
行
な
っ
た
ス
タ

フ
・
セ
ミ
ナ
ー
で
の
講
演
で
あ
り
、
明
快
な
総
括
と
ジ
ス
カ
ー
ル
・
デ
ス
タ

、h
ソ

7

2
勺
J

〆。

ン
大
統
領
政
権
の
新
傾
向
が
わ
か
り
有
益
で
あ
っ
た
{
筆
者
排
酌
」

ま
ず
、
一
九
五
六
年
憲
法
の
改
正
に
よ
る
執
行
権
強
化
・
議
会
の
抑
制
装

レ
ピ
ユ
プ
リ

躍
を
概
観
、
ド
ゴ

l
ル
と
ポ
ン
ピ
ド
ウ
大
統
領
下
の
制
度
の
実
態
が
、
「
統
領

ク
・
コ
ン
グ
ユ
ν
1
ぐ
一
九
五
八

l
J

こ
九
六
二

l

命
的
共
和
里
ご
九
六
二
年
)
か
ら
「
選
挙
君
主
制
」
(
一
九
七
四
年
。
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え
-
M
N
O
Z
円
デ
問
、

ω
玄
o
g
R
Y広
三
和
町
三
〈

J

戸
ゆ
玄

g
F
包
括
又
・

3
吋
N

J

に
移
行
し
た
と
し
、
こ
の
制

度
に
ど
ん
な
リ
ス
ク
が
あ
る
か
を
、
大
統
領
と
首
相
の
衝
突
(
弘
行

JMF

げ

~lfは
3
0・
~
)
、
大
統
領
支
持
の
多
数
と
議
会
に
お
け
る
多
数
が
対
立

す
る
場
合
に
分
け
て
、
検
討
。

つ
い
で
、
ジ
ス
カ
ー
ル
・
デ
ス
タ
ン
大
統
領
選
出
後
の
政
治
制
度
の
変
化

が
、
同
大
統
領
の
個
性
と
彼
を
支
持
す
る
政
治
勢
力
の
変
化
に
よ
っ
て
惹
起

さ
れ
て
き
た
と
、
分
析
。
大
統
領
の
憲
法
の
考
え
方
は
、
人
民
全
体
の
(
と

く
に
不
遇
な
境
遇
に
あ
る
人
々
の
)
福
利
の
た
め
「
博
愛
」
を
重
視
す
る

レ
ピ
ユ
プ
リ
ク

-
f
.ヒ
ユ
レ

I
F

「
人
民
的
共
和
国
」
構
想
で
あ
り
、
ま
た
、
議
院
剣
形
態
を
存
続
し
つ
つ
も

フランス公法最近文献覚え書き

大
統
領
制
へ
の
傾
向
を
強
化
し
よ
う
と
い
う
「
議
院
制
的
大
統
領
主
義
」

「河

c
r
tゲ
匂
み
己
L
g
t
h
L
F
E伶
宮
町
}
σ
E
Oコ古一

σ
J}

も

よ

か

ろ

d
C
宮

S
F
二三口一
U
3

」

ぅ
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
共
和
制
を
よ
り
「
人
間
的
」
な
ら
し
め
る
「
変
化
」

を
推
進
す
る
諸
改
革
と
し
て
、
既
に
実
現
さ
れ
た
も
の
(
械
川
時
哨
一
笠
↑

雌
一
群
仁
一
明
日
山
内
)
と
作
業
中
の
も
の
(
一
同
町
梢
一

w鋭
利
積
一
刀
吋
物
語
一
齢

制

pr一
山
崎
畑
伊
鉱
山
崎
耕
一
蜘
…
段

w…
肝
耕
一
耕
一
一
謹
一
一
川
一
時
挙
法
の
)
を
紹
介

ヘ
た
だ
し
前
掲
ヴ
ィ
ア
ン
ソ
ン
・
ポ
ン
テ
論
説
一
九
七
五
年
に
よ
れ
ば
、
多

F

く
は
改
革
実
現
せ
ず
。
実
現
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
離
婚
法
、
パ
リ
の

新
し
い
規
則
、
六

O
才
定
年
制
、
手
工
業
改
善
策
。
仏

-
P
J

包
巾
ヨ
タ

F
o
n
E
2
問。ヨ叩ロデ

F
o
p
向
。
ロ
仏
ゆ
印

l
一
一
』
巳
口
一
回
吋
山
、

さ
ら
に
、
新
し
い
政
治
的
事
態
と
し
て
、
大
統
領
の
ほ
か
、
シ
ヲ
ク
首
相

が
U
D
R
(耕
一
一
一
一
語
主
)
書
記
長
に
選
ば
れ
、
ポ
エ
ア
ト
ウ
ス
キ
ィ
内
相
が

独
立
共
和
派
書
記
長
に
再
選
さ
れ
、
与
党
中
二
大
党
派
を
背
景
に
「
三
頭
制
」

言明

.moずユ・
F
ゆ
ぜ

2
5
d
B同

J

で
」
の

F
。
冨
g
L
。e
D
℃
・
門
戸

J

と
も
い
え
る
現
象
が
み
ら
れ
る
(
首
相

と
内
相
と
の
衝
突
は
か
な
り
屡
々
み
ら
れ
る
と
い
え
よ
う
。
J

。

例
え
ば
、

Z
2
5
-
o
g
2
5克
己
一

ι
$
8
5グヨ
-
U
吋
印
」

さ
い
ご
に
、
政
党
状
況
の
変
化
で
あ
り
、
多
数
派
内
の
最
大
政
党
で
あ
る

U
D
R
は
、
大
統
領
選
に
お
け
る
党
固
有
の
候
補
者
シ
ヤ
パ
ン
・
デ
ル
マ
ス

、n
h
.
C口
白
口
品
。
珂
C
Z〈

2
5
5
3
スv
y
-
-
J

の
敗
北
で
痛
手
を
受
け
、

J

-

一

切

}

ク

5
F
C
Y両
g
L
ω
7
・包
g
E
2
3『

が
再
結
束
を
は
か
つ
て
い
る
と
は
い
え
、
同
党
の
相
当
数
の
旧
指
導
者
(
ザ

ζ

l
レ、

y

ヤ
レ
β
h
n
h
a

レ
、
〆

J

ノ

U

ノ

ι'FJ
や
}
は
実
質
的
に
離
党
し
た
。
独
立
共
和
派
は
、

シ
ャ
バ

γ
・J

ア
ル
マ
ス
坐
守
、

大
統
領
選
で
勝
っ
た
と
は
い
え
、
そ
の
後
期
待
し
た
地
位
を
国
家
権
力
内
で

与
え
ら
れ
ず
、
大
統
領
の
諸
改
革
に
は
賛
成
し
か
ね
る
も
の
が
あ
り
、
相
当

数
の
党
員
は
裏
切
ら
れ
た
と
す
ら
思
っ
て
い
る
(
洞
境
問
的
情
峨
恥

V
F
M

恥
紘
一
一
語
階
)
。
中
道
諸
派
は
分
裂
し
て
い
る
(
閥
幹
問
問
峨
錯
都
道
)

が
、
多
数
派
中
の
第
三
勢
力
と
し
て
合
向
、
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
難
か
し
か

ろ
う
。
反
対
党
陣
営
に
お
い
て
も
、
社
会
・
共
産
両
党
の
連
合
は
完
全
で
は

な
く
、
最
近
の
印
象
で
は
、
共
産
党
が
突
如
社
会
党
に
対
し
共
同
綱
領
軽
視
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を
糾
弾
し
は
じ
め
た
。
社
会
党
が
党
勢
を
伸
し
て
き
た
こ
と
に
対
す
る
、
共

産
党
の
反
発
が
原
因
だ
ろ
う
。

結
局
、
こ
の
よ
う
な
フ
ラ
ン
ス
政
治
体
制
の
将
来
は
ど
う
な
る
の
か
。
政



料

権
「
交
替
」
が
導
入
さ
れ
る
の
か
。
大
統
領
選
で
僅
少
差
で
敗
れ
た
左
翼
連

合
が
い
ず
れ
権
力
を
獲
る
で
あ
ろ
う
か
:
:
:
。
現
政
権
は
、
社
共
両
党
を
相

互
に
分
離
さ
せ
、
極
左
・
極
右
を
切
り
す
て
て
、
白
か
ら
の
傘
下
に
右
翼
穏

資

健
派
か
ら
左
翼
穏
健
派
に
至
る
大
幅
な
多
数
派
を
集
め
よ
う
と
す
る
で
あ
ろ

ぅ
。
そ
れ
は
社
会
民
主
主
義
な
い
し
自
由
主
義
的
家
族
の
再
結
集
と
い
う
旧

い
夢
で
あ
る
の
だ
が
。

な
お
、
同
教
授
の
講
演
「
フ
ラ
ン
ス
の
大
学
改
革
と
そ
の
実
績
一
(
二
月
二

O
日
実
施
叫
に
つ
い
て
は
、
本
誌
二
六
巻
一
号
九

O
l九
一
頁
参
照
。

u
g』
口
山
口
(
』
2
=
l富
田
口
。
γ
H
N
b『}巾同一
O
口
師
団
己
円

F
L
5
b巾
牛
己

5
3
L白仲

買

ELO口仲町一
-
E
m・
o-

同

y
・

5
・
山
一
∞
戸
司
・
一
ω山由

I
一ω
∞
山
・
「
大

統
領
の
任
期
に
つ
い
て
の
省
察
」
は
、
現
行
七
年
を
五
な
い
し
四
年
に
短
縮

し
、
大
統
領
制
的
要
素
を
さ
ら
に
強
化
し
よ
う
と
い
う
動
き
に
つ
い
て
詳
し

エ
ノ
デ
ル
、
議
院
制
と
大
統
領
制
の
間
の
フ
ラ
ン
ス
(
深
瀬
訳
)
、
ジ

く
検
討

7
リ
ス
ト
哩
一
面
五
五
七
号
、
一
九
七
四
年
四
月
一
日
号
一

O
九
頁
参

照
)
し
て
い
る
。

口
市
『
芯
(
」
2
5
l
F
G
巳
ω
〉
・
戸

2
丘
公
協
同
口
口
問
件
一
件
ロ
立
D
口口伶]一
2
仏
ロ
四
品
ロ
bB-

《
貯
の

E
一-
p
r
o
-
U
H
-
-
u立
場
品
目
一
司
・
「
ド
ゴ

l
ル
将
軍
の
憲
法
構
想
」

は
、
同
将
軍
の
忠
実
な
部
下
で
あ
り
首
相
で
あ
っ
た
ミ
シ
ェ
ル
・
ド
プ
レ
の

息
子
が
、
父
か
ら
提
供
さ
れ
た
側
近
・
内
部
・
未
刊
情
報
を
含
め
た
資
料
を

も
と
に
、
ド
ゴ

l
ル
の
憲
法
構
想
の
全
貌
を
整
理
分
析
集
成
し
た
本
格
的
研

究
で
あ
る
。
、
ド
ゴ
l
ル
お
よ
び
彼
の
名
を
屡
々
冠
せ
ら
れ
る
第
五
共
和
制
策

法
研
究
の
た
め
不
可
欠
の
重
要
文
献
の
一
つ
で
あ
る
と
い
え
る
。

同
将
軍
の
憲
法
構
想
が
、
前
大
戦
の
フ
ラ
ン
ス
解
放
前
か
ら
練
ら
れ
、
第

四
共
和
制
時
代
の
反
省
を
経
て
明
確
化
さ
れ
、
第
五
共
和
制
憲
法
制
定
に
あ

た
っ
て
適
用
さ
れ
、
同
大
統
領
、
が
政
治
の
実
際
の
試
練
に
あ
っ
て
ど
の
よ
う

に
そ
れ
を
展
開
し
た
か
を
、
詳
細
実
証
的
に
論
じ
て
い
る
。
別
に
資
料
集
が

あ
る
(
雌
)
。

本
警
は
、
旧
い
ゴ

i
リ
ス
ム
が
衰
退
し
つ
つ
あ
る
最
近
の
傾
向
の
中
で
、

フ
ラ
ン
ス
が
産
ん
だ
偉
大
な
英
雄
の
残
映
を
追
う
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ

と
も
憲
法
史
的
意
義
以
上
に
、
将
来
に
向
う
フ
ラ
ン
ス
固
有
の
憲
法
構
想
に

光
を
与
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
か

0

・

。
巾
門
司
問
。
-
(
』
凶
ロ
』
ロ
2)w
己
ロ
巾
口
巾
ユ
巳
ロ
巾
正
常
常
一
ω
(
U
C
D
a
H
同三
5
ロ
《
宮

司D
Z〈
c
-
F
F
口
HVEr-FnmwZC
口
品
。

-
ω
ω
C
H
ゲロロロ
ω
一回吋印
u

司-∞吋
l
l
l
二
ω
・「
E

-
エ
リ
オ
の
憲
法
思
想
」
は
、
第
三
共
和
制
的
政
治
家
の
憲
法
思
想
を
理
解

す
る
た
め
の
示
唆
的
論
文
。

行
政
学
に
つ
い
て

U
B
m
o
(閉山
o
-
E
L
Y
(
U
C口口ゆ司
t
oロ
『
E
ロ
喝
包
括
ハ
rw
一ω
ω
口広口のめ防門戸
E
E
-
-

a
s
t
d
-
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
行
政
学
の
考
え
方
」
は
、
北
大
法
学
部
で

一
九
七
五
年
一
一
月
二
八
日
に
行
な
わ
れ
た
講
演
で
あ
り
、
そ
の
内
容
の
要
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献
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い
て
記
し

た
と
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ろ
を
、
大
き
く
補
充
す
る
も
の
で
あ
る
。
筆
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九
六
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渡
仏
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研
究
に
際
し
、
ド
ラ
ゴ
教
授
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法
学
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行
政
学
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ル
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政
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す
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す
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あ
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あ
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れ
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。
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さ
れ
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同
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授
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五
七
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第
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公
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寄
稿
し
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る
。
同



料

教
授
に
つ
い
て
の
短
評

(
M
デ
)
、
同
教
授
自
身
の
業
績
目
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に
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じ
ま
り
、
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が
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較
法
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国
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国
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公
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検
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。
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。

ω20口
氏
〈

F
B
E
Y
C
E
E
Z
2
L
o
E
S
;
E
P
Z
F
Z

EBFロ即日昨日
Z
F
B
一目印・

EFl』

E
ロ
-
U
吋印"司
-

M

勾
l
Nミ
・
「
二
年
を

経
た
メ
デ
ィ
ア
ト
ウ
l
ル
」
が
、
高
級
行
政
官
の
立
場
か
ら
、
こ
の
新
制
度

の
実
績
を
検
討
し
て
い
る
。

経
済
行
政
法
に
つ
い
て

U
E向
。
(
問
。

}
g
e
w
P向
臥

B
2
2
H
M
o
p
n
o
E
5
r
τ
ユ丘
n
z
g
z
-
E内

、
白
色

B
E
H込
町
白
色

D
口

臥

円

O
D
O
E
-
A
E
O

「
経
済
行
政
に
対
す
る
裁
判
的
統
制
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
」
は
、
ド
ラ
ゴ
教
授
の
北
大
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セ
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で
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講
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で
あ
る
。
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済
的
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務
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務
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の
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向
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要
因
を
多
く
含
む
が
、
裁
判
官
は
合
法
性
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
通
じ
て
次
第
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拡
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向
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あ
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と
、
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院
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判
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体
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的
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解
明
。
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と
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点
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近
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概
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」
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ば
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的
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に
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範
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講
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述
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。
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置
を
紹
介
。
精
神
的

自
由
に
つ
い
て
、
表
現
留
保
義
務
(
報
錦
、
)
、
新
聞
・
放
送

(
m
m
i

人
の
差
別
と
い
う
三
つ
の
領
域
の
微
妙
な
問
題
を
解
説
。
さ
ら
に
集
団
的
自

由
と
し
て
、
結
社
の
自
由
の
保
護
へ
一
九
七
一
年
憲
法
で
お
よ
び
集
団
行
動

戸
院
判
決
を
説
明
」
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料

ア
ン
チ
・
方
ツ
ソ

l

w

に
対
す
る
規
制
と
し
て
の
「
反
致
損
者
」
法
律
に
言
及
。

資

さ
い
ご
に
、
右
伝
統
的
自
由
の
ほ
か
、
今
日
、
新
し
い
諸
権
利
(
駐
繭
輪

惇

繍

一

理

詰
i

時
制

r一
戦
)
が
問
題
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
、
フ
ラ
ン
ス

人
は
自
由
の
意
識
(
糊
蹴
識
)
が
強
く
わ
ず
か
の
侵
害
に
も
敏
感
に
反
発
す

フ
ラ
ン
ス
を
し
て
「
自
由
の
国
」
た
ら
し
め
て
い
る
、

る
こ
と
が
、

と

結

ぷ
。
質
疑
応
答
・
討
論
も
活
凝
で
あ
っ
た
。
本
講
演
を
も
ふ
ま
え
、
一
九
七

五
年
秋
の
公
佳
子
会

(uwbvwス
)
で
、
中
村
墾
宗
行
な
わ
れ
た
(
恥
蝕

庇
一
松
一
昨
)
の
で
、
F

比
一
蹴
」
「
略
体
的
)
参
照
さ
れ
た
い
。

比
較
な
い
し
外
国
公
法

三
宮
内
『

(
C
E予

円

C
L
F同
Fnm凶
門

戸

D
ロ

〈ゆ
E

Z

2

0

ロ-r、
-M凶甘円。円恥《山口叶内

邑
E
-
=
-
a
E
t
t‘P
H
Y
C

同

Y
E
a
-
A
Z
℃
・
「
行
政
手
続
の
法
臭
化
に
向

っ
て
」
は
、
行
政
手
続
を
法
曲
開
化
す
る
こ
と
の
重
要
性
・
得
失
・
実
畿
に
つ

い
て
概
観
し
た
う
え
、
全
面
的
行
政
手
続
法
典
な
い
し
法
案
を
も
っ
国
々
を

四
つ
に
分
類
(
①
オ
l
ス
ト
リ
ャ
、
ス
イ
ス
、
酒
独
、
②
ア
メ
リ
カ
、
/
-

/
ル
ヴ
ェ

l
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
母
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
チ
エ
コ
ス

ロ
ヴ
ア
キ
ア
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
、
ブ
)
お
よ
び
部
分
的
に
法
律
化
さ
れ

ル
カ
リ
ア
、
④
ス
ペ
イ
ン
、
ギ
リ
シ
ア
、
」

て
い
る
国
々
(
刈
妹
、
エ
同
一
酢
一
敗
ダ
、
)
に
つ
き
、
各
国
ご
と
に
短
い
コ
メ
ン

ト
を
つ
け
法
文
を
仏
訳
し
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
類
書
の
み
あ
た
ら

ね
テ
l

マ
に
つ
い
て
の
参
考
文
献
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

pv-Hユ
(

』

ω
2
5
ω
)切
り

m
穴
m
r
5
F
、吋〉
Z
K
F
F
h
r
p
吋
ωrmc
富
男
H
Lロ

ζ
c
-尋
問
伊
豆
五
戸
百
♂
ロ
0
・N
U

恥
広
一
回
目
・
℃
-
一
ω
ω
|一
8
・h

戸、

t
o
r
t
s

芯円。
=
g
L
2
5広
広
三
5
E
Y匂
D
ロ
巳
自
♂
日
間
N

巾〈ロ
O

H

ロ丹市門口白

toロ凶}巾円一命
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。『CF同
行

O
B宮

F

B・
A
-
-
U
吋
品
唱
℃
-
U
ω
|豆
町
「
回
中
角
栄
か
ら
三
木

武
夫
へ
」
お
よ
び
「
日
本
の
諸
制
度
の
最
近
の
進
化
」
は
、
知
日
家
ロ
ベ
ー

ル
教
授
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
分
析
が
み
ら
れ
参
考
に
な
る
。
日
本
誌
聞
が
読
め

な
く
て
も
、
ル
・
モ
ン
ド
誌
等
の
情
報
だ
け
で
、
基
本
的
問
題
点
を
把
握
す

る
限
光
は
鋭
い
。

U
C芯
(

同

り

E
=己防)噌

H
h
o
m
円
品
開

FEO羽
田

)c-芹
5
5
2
2
M
〉
己
タ
可

-
C
-
同
り
・

1-JM品
E
M
F
-
∞
a-
ム
沼
田
》
・
「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
諸
政
治
制
度
」
は
、
ア
ジ
ア

全
体
の
諸
国
の
比
較
憲
法
的
概
説
書
と
し
て
、
開
拓
的
な
文
献
と
い
え
よ

う

ヘ
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、

東
南
ア
ジ
ア
を
、
イ
ギ
リ
ス
の
遺
産
継
承
国
{
ィ
エ

/
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
七
イ

れ
か
壮
一
旬
月
刊
行
…
一
一
一
一
戸
川
h
h
v
h
l口
和
作
一
酎
一
針
作
)
フ
ラ
ン
ス
遺

産
国
(
ヴ
ヱ
ト
ナ
ム
、
一
フ
ォ
ペ
オ
ラ
ン
ダ
遺
産
国
ヘ
イ
ン
ド
ペ

/
戸
、
ヵ
ン
-
ホ
、
ジ
ア
』
/
、
不
シ
ア
、

産
国
(
白
川
リ
)
に
分
類
し
て
概
観
(
計
れ
都
諸
宝
、
「
極
東

の
分
割
」
状
況
を
、
独
裁
下
の
中
国
大
陸
、
南
北
朝
鮮
、
日
本
に
分
け
て
解

説
、
最
後
に
国
家
的
統
合
・
連
邦
制
の
問
題
を
検
討
し
て
い
る
。

わ
が
国
、
ア
メ
リ
カ
に
も
、
こ
の
種
ア
ジ
ア
比
較
憲
法
体
系
警
が
無
い
状

況
に
お
い
て
、
木
書
は
概
括
的
と
は
い
え
、

一
つ
の
試
論
と
し
て
氏
重
な
示



唆
を
含
む
。

。
。
み
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目

γ
γ
、
円
ロ
含
牛
、
m
z』
o
c
丘
、
r
z
r
M
M
.
C
・
H
Y
二
勾
ヂ
一
M
m
司
「
今

日
の
イ
ン
ド
」
は
、
基
礎
的
デ
ー
タ
ー
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
便
利
o

m
F
r
虫
目
。
四
ω
己
臥
L
Q
2
・
戸
3
F切

C司
悶

ω
ロ
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c
m
m
ι
。
F
ω
口
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品
p
n
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畔
広
三
c
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H
N
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自
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c
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間

ψ
F
2
色
目
E
n
n
g
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F
C
ロ
O
E
、
『
叶
C
ロ
p
r
c
F
M
5
T
M

5
0
『
広
《
山
内
宮
古
『
2
m
p
ω
g
n
r
r
c
-
2
4
・
一
回
目
'
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
憲
法
的
法

律
の
改
正
」
は
‘
英
文
も
あ
り
、
一
九
七
四
年
憲
法
改
正
に
つ
い
て
の
解
説

-
正
文
を
掲
せ
て
い
る
。

〔
以
上
、

F
)

憲
法
体
系
害
に
つ
い
て

日山内MC
ユC
Z
ハ
〉
Z
丸
円
臥
)
・
。
守
《
主
命
一
(
し
『
2
2
)
え
の
弘
一
回
三
〈
同
》
え
ロ
n
m
Y
0
3
ユ

3

5神
戸

E
t
c
コ
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均
一
己
百
三
広
三
一
c
E
円
5
-
一
三
宮
2
・
h
d
ι
E
C
E
ζ
由
三
円
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M
l

プランス公法最近文献覚え書き

ヨ
出
立
。
=
・
∞
，

A

小
島

M
E
G
=
・
一
回
吋
印
・
一
一
一
山
N
℃
・

一
九
六
六
年
に
初
版
が
出
さ
れ
た
故
A
・
オ

I
リ
ュ
ウ
の
憲
法
体
系
書

は
、
生
前
第
五
版
ま
で
版
を
重
ね
て
い
た
。
本
書
第
六
版
は
、
死
後
弟
子
の

ジ
ッ
ケ
ル
ハ
パ
リ
第
十
大
学
)
教
授
お
よ
び
ジ
ヱ
ラ
l
ル
(
ル

1
ア
ン
大

学
J

教
授
に
よ
っ
て
改
訂
さ
れ
て
い
る
。
ジ
エ
ラ
1
ル
教
授
が
社
会
主
義
国

の
部
分
を
担
当
し
、
残
り
の
部
分
は
ジ
ツ
ケ
ル
教
授
が
担
当
し
て
い
る
。
第

一
販
は
八
二
六
頁
で
あ
っ
た
の
が
、
第
六
版
で
は
一
、
一
五
二
頁
に
な
り
内

容
が
詳
し
く
な
っ
て
い
る
。
第
六
版
の
「
序
文
」
で
、
ジ
ッ
ケ
ル
お
よ
び
ジ

エ
ラ

l
ル
教
授
は
、
「
ア
ン
ド
レ
・
オ

l
リ
ュ
ウ
は
今
は
亡
い
が
、
そ
の
憲
法

へ
の
決
定
的
な
貢
献
は
残
っ
て
い
る
。
本
体
系
警
な
ら
び
に
一
九
七
一
年
お

よ
び
一
九
七
四
年
に
『
公
法
・
政
治
学
雑
誌
』
に
発
表
し
た
論
文
に
お
い

て
、
彼
は
基
本
的
部
分
に
つ
い
て
憲
法
学
を
新
し
く
し
た
。
我
々
が
皆
負
っ

て
い
る
オ

l
リ
ュ
ウ
の
発
見
は
無
数
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
主
要
な
も
の
の

み
あ
げ
て
も
、
古
典
的
憲
法
と
現
代
の
挑
戦
、
自
由
の
科
学
的
基
礎
、
政
治

機
構
と
経
済
発
展
水
準
と
の
連
関
、
さ
ら
に
は
機
構
的
な
面
を
お
ろ
そ
か
に

す
る
こ
と
な
く
高
度
発
展
社
会
(
の
分
析
〉
で
あ
る
」
と
し
て
、
オ
l
リ
ュ

ウ
憲
法
学
の
位
置
づ
け
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
社
会
主
義
国
の
み
な
ら
ず
発

展
途
上
国
ま
で
含
め
た
比
較
憲
法
的
視
野
や
経
済
発
展
水
準
と
憲
法
構
造
と

の
関
連
づ
け
な
ど
、
わ
が
国
の
憲
法
学
に
も
示
唆
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

な
お
、

A
・
オ
1

リ
ュ
ウ
の
ス
フ
ェ
ー
ズ
教
授
と
共
著
の
体
系
書
に
つ
い
て

は
、
昨
年
度
紹
介
し
た
(
北
大
法
学
論
集
二
五
巻
四
号
二
ハ
一
一
一
良
)
。

第
五
共
和
制
憲
法
制
定
資
料
に
つ
レ
て

同)ぬ
σ内
角
川
(
]
R
5
1
r
c
E
m
)
・
円
、
向
山
内
C
ロ
a
x
z
t
c
z
《
山
内
-
B

〈
。
河
内
山
間
E
r
r
s号
Y

ゼ
芯
p
n
n
r
g
F
n
z
-
0
0
ず
み
-
H
ν
・
C
-
Hり
J
3
3
・
ω合
唱
・

第
五
共
和
制
憲
法
制
定
に
あ
た
っ
て
の
ド
ゴ
l
ル
の
指
一
不
、
ミ
ッ
シ
ェ
ル

-
ト
ブ
レ
に
よ
っ
て
起
草
さ
れ
た
種
々
の
草
案
、
閣
議
で
の
議
論
な
ど
未
公
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料

刊
の
資
料
を
含
め
た
憲
法
制
定
の
資
料
集
で
あ
る
。
憲
法
制
定
に
大
き
な
役

割
を
果
し
た
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
ド
ブ
レ
の
序
文
と
と
も
に
、
本
書
は
第
五
共
和

制
憲
法
の
研
究
に
貴
重
な
資
料
と
し
て
利
用
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

資

基
本
的
人
権
に
つ
い
て

F
Z
Z
(
H
V
5『耳
γF.αPM丹

0
2
E
E
Cロ
ω品
g
E
F
a自
己
〈
め
司
み
と

ω乞
ゆ
え

]2

2r巾
ユ
恥

ω
司
己
『
一
五
ロ

2
・

Hν片
品
『
出
向
。

ι角
川
]
命

mw口
剛
山
一
〈

2
p

∞-r一
-D丹}】品川《山口
mLmM

ロ
円
♀
仲
間
】
戸
H
E
M
P
件
。
対
〈
口
・
「
の
ロ
』
J

一一山〕ロナ

ωω
晶

司

「
事
前
の
行
政
許
可
と
基
本
的
人
権
」
は
、
自
由
と
正
面
か
ら
衝
突
す
る

も
の
で
あ
る
が
、
実
際
上
各
種
の
人
権
に
対
し
て
加
え
ら
れ
て
い
る
行
政
上

の
許
可
制
の
問
題
に
取
り
組
み
、
人
権
法
の
一
般
理
論
を
樹
立
し
よ
う
と
試

み
た
優
れ
た
内
容
の
博
士
論
文
で
あ
る
。
全
体
は
三
部
に
分
か
れ
て
い
る
。

第
一
部
「
事
前
の
許
可
の
概
念
」
で
は
、
種
々
の
用
語
で
表
現
さ
れ
て
い
る

事
前
の
許
可
の
概
念
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
第
二
部
「
事
前
の
許
可
の

領
域
」
で
は
、
対
象
と
な
る
人
権
の
種
類
に
よ
っ
て
許
可
制
の
適
用
の
し
か

た
が
異
な
る
と
こ
ろ
か
ら
、
人
身
の
自
由
お
よ
び
精
神
的
自
由
の
よ
う
な
個

人
的
人
格
の
諸
白
自
に
つ
い
て
は
、
許
可
制
が
最
小
限
に
し
か
使
用
さ
れ
な

い
こ
と
、
「
山
，
品
業
の
自
由
」
や
所
有
権
の
よ
う
な
経
済
的
自
由
権
に
つ
い
て

は
、
許
可
制
が
最
大
限
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
第

三
部
「
事
前
の
許
可
の
一
般
理
論
試
論
」
で
は
、
事
前
の
許
可
の
基
本
的
性

格
、
許
可
の
賦
与
お
よ
び
拒
否
の
形
式
、
許
可
の
効
果
に
つ
い
て
、
許
可
を

め
ぐ
る
法
理
論
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
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E
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芯
ロ
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広
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三
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w
g
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r
n
t
s
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C包
括

E
志

コo 
-巳

九三
七宮
-v 
年
度目‘
よ 宮
り o'
J4E 

Z 豆
t玄 o
経g.
社 会
会 B
科 三
学 5
*-
子 E3
(デ

L 量
二二 司

大
学
、.../

報
道
学
土

Q
K
3
3
3
2
-
2
2
ω

舟
]
よ
と
2
5ぇ
3
る
の
コ
l
ス
が
創

設
さ
れ
た
が
、
こ
こ
に
掲
げ
た
二
書
は
、
主
と
し
て
学
生
に
向
け
ら
れ
た
マ

ス
・
メ
デ
ィ
ア
に
関
す
る
全
体
像
を
知
る
の
に
有
益
な
体
系
議
で
あ
る
。

前
書
「
新
聞
と
視
聴
覚
報
道
手
段
」
は
、
フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
諸
外
国
に
お

け
る
新
聞
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
を
、
歴
史
学
的
、
法
学
的
、
経
済
学
的
お
よ

び
社
会
学
的
側
面
か
ら
扱
う
も
の
で
あ
る
。
全
体
は
四
部
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
る
。
第
一
部
「
新
聞
、
昨
日
か
ら
明
日
へ
」
で
は
、
新
聞
、
ラ
ジ
オ
、
テ

レ
ピ
の
歴
史
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
第
二
部
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
新
聞
」
で

は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
新
聞
の
法
体
制
、
広
告
、
新
開
企
業
の
集
中
お
よ

び
経
常
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
定
期
刊
行
物
、
ラ
ジ
オ
お
よ
び
テ
レ
ビ
の
現

状
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
第
三
部
「
諸
外
国
に
お
け
る
新
聞
」
で
は
、
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ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
イ
ギ
リ
ス
、
イ
タ
リ
ー
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
、
日
本
、

中
華
人
民
共
和
国
、
ソ
ビ
エ
ト
と
い
う
七
ヶ
国
の
新
聞
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ

の
状
態
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
日
本
に
つ
い
て
は
、
一
四
頁
さ

か
れ
て
い
る
。
第
四
部
「
〈
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア

V
の
影
響
」
で
は
、
マ
ス
・

メ
デ
ィ
ア
の
社
会
的
、
政
治
的
な
影
響
の
問
題
が
、
幾
つ
か
の
面
か
ら
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
。

後
書
「
報
道
手
段
の
制
度
と
公
衆

l
l
新
聞
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ピ
」
は
、

新
聞
、
映
商
、
ラ
ジ
オ
お
よ
び
テ
レ
ビ
を
社
会
学
的
観
点
か
ら
扱
っ
て
い

る
。
序
章
で
「
報
道
と
そ
の
伝
播
手
段
の
社
会
学
入
門
」
が
扱
わ
れ
た
の

ち
、
第
一
部
「
集
合
的
伝
播
の
諸
道
具
」
お
よ
び
第
二
部
「
公
衆
と
聴
衆
」

に
大
別
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
報
道
の
送
り
手
の
制
度
や
機
能
、
受
け
手
へ
の
効

果
な
ど
の
問
題
が
社
会
学
的
に
究
明
さ
れ
て
い
る
。
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「
合
衆
国
に
お
け
る
新
聞
、
一
ブ
ジ
オ
お
よ
び
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
、
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
の
新
聞
、
ラ
ジ
オ
お
よ
び
テ
レ
ビ
の
概
説
と
資
料
を
集
め
た
も

の
で
、
学
生
向
の
も
の
で
あ
る
。

、『

E
r
E
C
m口
』
己
ゆ
る
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「
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
、
権
力
お
よ
び
金
」
は
、
一
元
フ
ラ
γ
ス
国
営
テ
レ
ビ
局

副
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
テ
レ
ビ
が
い

か
に
番
組
に
お
け
る
商
業
主
義
と
報
道
に
お
け
あ
権
威
主
義
を
生
み
出
し
て

い
る
か
と
い
う
こ
と
を
告
発
し
た
も
の
で
あ
る
。
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「
日
刊
新
聞
の
諸
問
題
に
直
面
す
る
フ
ィ
ガ
ロ
紙
」
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
代

表
的
な
日
刊
新
聞
の
一
つ
で
あ
る
フ
ィ
ガ
ロ
紙
の
創
刊
か
ら
現
代
ま
で
の
歴

史
、
企
業
の
内
部
組
織
と
特
色
、
読
者
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
、
フ
ィ
ガ

ロ
紙
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
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「
偉
業
の
自
由
」
は
、
問
題
に
つ
い
て
の
行
政
裁
判
所
の
判
例
を
総
合
的

か
つ
体
系
的
に
分
析
し
た
優
れ
た
内
容
の
博
士
論
文
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
に

お
い
て
、
「
営
業
の
自
由
」
は
一
七
九
一
年
一
一
一
月
二

i
一
七
日
法
|
い
わ
ゆ
る

ダ
ラ
中
ド
の
デ
グ
レ
ー
で
認
め
ら
れ
た
が
、
憲
法
上
明
文
で
宣
言
さ
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
「
営
業
の
自
由
」
の
内
容
は
行
政
裁
判
所
の
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料

判
例
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
部
で
は
、
「
営
業
の
自
由
」

資

が
個
人
的
自
由
と
し
て
保
護
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
第
二
部
で
は
、
そ
れ
が
経

済
的
自
由
と
し
て
経
済
的
干
渉
主
義
の
必
要
性
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
究
明
さ
れ
て
い
る
。
第
三
部
で
は
、
「
初
日
業
の
自
由
の
原
則
」
は
、
行

政
判
例
に
よ
っ
て
杉
成
さ
れ
た
が
、
こ
の
原
則
の
法
的
価
値
が
不
確
か
で
あ

る
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
原
則
は
録
法
上
の
価
値
で
は
な
く
、
法
律
上
の
価
値

を
有
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
本
書
の
書
評
と
し

て、

ζ
・
毛
田
署
名
の
も
の
が
あ
る
。
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「
ス
ト
ラ
イ
キ
に
閲
す
る
フ
ラ

γ
ス
法
」
は
、
一
冗
コ
ン
セ
ィ
ユ
・
デ
タ
社

会
部
部
長
に
よ
る
七
九
一
頁
に
わ
た
る
大
著
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
意

法
前
文
で
、
「
出
向
業
権
は
、
そ
れ
を
規
制
す
る
法
律
の
枠
内
で
行
使
さ
れ
る
」

と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
法
律
に
よ
る
規
制
を
予
定
し
て
い
る
が
、
今
ま
で
ス

ト
ラ
イ
キ
を
規
制
す
る
一
般
的
な
法
律
は
制
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
裁
判
所
に

そ
の
限
界
を
定
め
る
権
限
が
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
本
書
は
、
判
例
を
素
材

に
、
裁
判
官
の
任
務
、
ス
ト
ラ
イ
キ
権
の
性
質
、
ス
ト
中
の
企
業
の
権
利
、

ス
ト
ラ
イ
キ
の
定
義
、
ス
卜
権
の
濫
用
、
ス
ト
ラ
イ
キ
の
効
果
、
ス
ト
ラ
イ

キ
と
企
業
主
の
懲
戒
権
、
ス
ト
ラ
イ
キ
と
公
役
務
な
ど
問
題
を
多
面
的
に
取

り
上
げ
、
ス
ト
ラ
イ
キ
権
に
理
論
的
な
検
討
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
判
例

お
よ
び
学
説
が
問
題
点
ご
と
に
詳
細
に
参
照
さ
れ
て
お
り
、
ス
ト
ラ
イ
キ
権

に
関
す
る
フ
ラ
ン
ス
法
の
理
論
お
よ
び
判
例
の
実
際
を
知
る
の
に
格
好
の
も

の
で
あ
る
。
な
お
、
本
書
に
つ
い
て
ワ
リ

i
ヌ
教
授
の
書
評
が
あ
る
(
河
口
・

同ν
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2
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・
?
-
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「
労
働
組
合
」
は
、
パ
リ
第
十
大
学
f

ナ
ン
テ
ー
ル
〉
教
授
の
ケ

I
ル
に

よ
っ
て
警
か
れ
た
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
組
合
に
関
す
る
体
系
番
で
あ
る
。
組
合

運
動
の
歴
史
、
労
働
者
階
級
、
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
組
合
組
織
、
組
合
活

動
な
ど
の
問
題
、
が
扱
わ
れ
て
お
り
、
本
書
は
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
組
合
の
全
体

像
を
知
る
の
に
便
利
で
あ
る
。
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一日目℃・
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
労
働
組
合
」
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
運
動
お
よ
び

組
合
活
動
に
関
す
る
学
生
向
け
の
資
料
集
で
あ
る
。
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